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P.３　まちのできごと

P.４　第1回黒潮町人権作品展

P.６　平成17年度黒潮町歳入歳出決算状況

P.８　黒潮町の給与・定員管理などを公表します

P.10　米の経営安定対策が平成19年産米から変わります

P.12　平成19年度から個人住民税が変わります

P.14　税務担当課からのお知らせ

　　　町県民税などの申告は3月15日（木）までにお願いします

P.15　備えて安心⑧

　　　～南海地震などあらゆる災害への備え～

P.16　ねんきん

P.17　介護保険ガイド シリーズ 11

P.18　健康カレンダー・健康知恵袋

P.20　土佐くろしお鉄道NEWS

P.21　募集・お知らせ　

P.24　くろしおっ子を紹介します！・編集子

◆今月の主な内容◆今月の主な内容

●人　口　13,957人　前月比（11人減）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性6,600人　女性7,357人】

●世帯数　5,753世帯
●15歳未満の年少人口　1,473人（比率10.6％）

　　　　　　　　　　　　　　　   【男性749人　女性724人】

●65歳以上の老齢人口　4,470人（比率32.0％）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性1,785人　女性2,685人】

●人口のうごき

〈2006（平成18）年12月31日現在〉

わがまちデータわがまちデータわがまちデータ

増加35人　出生　6人　　　 　転入　28人　　　 職権　1人　　　
【男3人　女3人】 　【男11人　女17人】　【男1人】

減少46人　死亡　23人　　 　 転出　23人
【男11人　女12人】　【男9人　女14人】

くろしおくろしお

成人の日を迎えられたみなさん、おめでとうございます。【撮影：平成19年1月3日】
（関連記事2ページ）

発行／黒潮町企画振興課

広報くろしお１月号表紙でご紹介しました大方くじら保育所の電話番号は
「蕁44―1112」の誤りでした。訂正して深くお詫びいたします。    

お詫びと訂正
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「
儲
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
よ
」

「
友
だ
ち
を
紹
介
す
る
だ
け
」

「
合
法
的
で
マ
ル
チ
と
は
違
う
」

「
勝
ち
組
に
な
ろ
う
」

「
友
だ
ち
が
増
え
る
よ
」

「
お
も
し
ろ
い
集
ま
り
が
あ
る
ん
だ
け
ど
」

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
」「
Ｍ
Ｌ
Ｍ
※
」
と

語
っ
て
友
だ
ち
を
勧
誘
し
、会
員
に
す
る
こ
と

で
マ
ー
ジ
ン
を
得
る
と
い
う
マ
ル
チ
商
法
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

※
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
略

■
借
金
を
抱
え
、
友
だ
ち
を
な
く
し
、
加

害
者
に
な
る
場
合
も

・
学
生
ロ
ー
ン
や
消
費
者
金
融
か
ら
借
り

入
れ
を
さ
せ
ら
れ
る
場
合
が
多
く
あ
り

ま
す
。

・
勧
誘
す
る
こ
と
で
人
間
関
係
を
壊
し
、

大
切
な
友
だ
ち
を
失
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

・
収
入
や
商
品
に
つ
い
て
嘘
の
説
明
を
す

る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
友
だ
ち
が
勧
誘
し
て
き
た
ら
、気
づ
か
せ

て
あ
げ
よ
う
!

　
自
分
の
行
為
が
マ
ル
チ
商
法
の
勧
誘
だ

と
気
づ
い
て
い
な
い
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
大
切
な
友
だ
ち
の
た
め
に
、
そ
の
危
険

性
を
気
づ
か
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
ル
チ
商
法
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

間
は
二
十
日
間
で
す
。

　
困
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
８
―
８
２
４
―
０
９
９
９

成人の日を迎えられた皆さん、
おめでとうございます。

成人の日を迎えられた皆さん、
おめでとうございます。

成人の日を迎えられた皆さん、
おめでとうございます。

成人の日を迎えられた皆さん、
おめでとうございます。

　
一
月
三
日
、
黒
潮
町
で
は
、
合

併
し
て
初
と
な
る
成
人
式
を
、
ふ

る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
日
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

前
広
場
に
は
、
受
付
前
か
ら
色
鮮

や
か
な
着
物
や
袴
、
ビ
シ
ッ
と
ス

ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
、
懐
か
し
い
友
人

と
の
再
会
に
喜
ぶ
姿
が
あ
ち
こ
ち

で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
昭
和
六
十
一
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日

生
ま
れ
ま
で
の
対
象
者
百
八
十
四

人
（
男
性
九
十
八
人
、
女
性
八
十

六
人
）
の
う
ち
、
百
五
十
九
人
（
男

性
八
十
一
人
、
女
性
七
十
八
人
）

の
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
保
護
者
や
関
係
者
の
見
守
る
中
、

盛
大
か
つ
厳
粛
に
式
典
が
行
わ
れ
、

大
人
と
し
て
の
仲
間
入
り
を
果
た

し
た
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
、
社
会

人
と
し
て
の
責
任
の
重
み
と
決
意

を
新
た
に
感
じ
て
い
る
様
子
で
し

た
。

友
だ
ち
か
ら
の
「
い
い
話
」
は
、

　
　
　
　
　 

ト
ラ
ブ
ル
の
始
ま
り
。

友
だ
ち
か
ら
の
「
い
い
話
」
は
、

　
　
　
　
　 

ト
ラ
ブ
ル
の
始
ま
り
。

友
だ
ち
か
ら
の
「
い
い
話
」
は
、

　
　
　
　
　 

ト
ラ
ブ
ル
の
始
ま
り
。

第1回　黒潮町成人式

成人式の集合写真は「黒潮町ぎかいだより第3号」表紙にもカラーで掲載されています
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一
月
七
日
、
黒
潮
町
消
防
団
と

な
っ
て
初
め
て
の
消
防
出
初
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
雪
が
ち
ら
つ
く
非
常
に
寒
い
中
、

旧
二
町
で
行
っ
て
き
た
内
容
を
織

り
交
ぜ
、
蛎
瀬
川
で
の
一
斉
放
水
、

佐
賀
漁
港
か
ら
行
進
に
よ
る
パ
レ

ー
ド
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
地
域
を
守
る
消
防
団
が

頼
も
し
い
姿
で
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
毎
年
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
土

佐
入
野
駅
前
へ
の
砂
像
制
作
が
、

昨
年
十
二
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
の
二
日
間
を
か
け
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

 
地
元
の
砂
像
制
作
メ
ン
バ
ー
の

ほ
か
、
大
方
商
業
、
大
方
高
校
の

教
員
、
生
徒
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
作
品
は
鉄
道
を
利
用
し
て
帰
省

さ
れ
る
方
々
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　

　
十
二
月
二
十
六
日
、
拳
ノ
川
地

区
の
鳥
羽
睦
美
さ
ん
宅
で
、
拳
ノ

川
小
学
校
の
四
名
の
児
童
に
よ
る

お
茶
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
お
茶
会
で
は
、
学
校
の
先
生
や

保
護
者
へ
お
茶
や
お
菓
子
で
お
も

て
な
し
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
普
段
の
学
校
や
家
庭
の
中
と
は

違
う
子
ど
も
た
ち
の
雰
囲
気
に
、

先
生
も
保
護
者
の
方
も
驚
き
と
喜

び
の
顔
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。

　
小
学
生
を
対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
お
茶
を
教
え
て
い
る
鳥
羽
さ

ん
は
、「
少
人
数
の
受
け
入
れ
し

か
で
き
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち

に
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
の
あ
る

日
本
の
魅
力
を
感
じ
た
り
、
相
手

に
対
す
る
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

学
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
十
二
月
二
十
五
日
、
教
育

委
員
会
前
で
中
村
警
察
署
の
協
力

の
も
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は

こ
の
度
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
二

台
（
大
方
車
両
一
台
、
佐
賀
車
両

一
台
）に
、
青
色
回
転
灯
が
装
備

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
凶

悪
な
事
件
か
ら
守
り
、
犯
罪
の
な

い
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
青
色
回

転
灯
装
備
車
両
と
パ
ト
カ
ー
の
両

面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
青
色
回
転
灯
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
少
年
補
導
育
成
セ
ン

タ
ー
蕁
４
３
―
３
３
８
０（
直
通
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
松
原
保
護
啓
発
を
目
的
と
し
た

松
原
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
が
入
野

松
原
保
存
会
主
催
に
て
開
催
さ
れ
、

そ
の
表
彰
式
が
十
二
月
二
十
二
日

に
教
育
委
員
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
町
内
の
各
小
学

校
よ
り
参
加
者
を
募
集
し
、
四
つ

の
小
学
校
か
ら
八
十
三
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
力
作
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行進によるパレードの様子。佐賀郵便局
前で町長の観閲を受けました。

緊張しながらも上手にお茶を点てていだた
きました。結構なお手前でした。

青色回転灯は地域で自主的に防犯活動を行
っている団体も申請することができます。

蛎瀬川の堤防（上田の口）で一斉放水も行
いました。

今回初めての砂像制作を体験した、
大方高校・大方商業の皆さんが作っ
た砂像です。卒業式までに学校でも
砂像を制作する予定。 後ろ姿まで丁寧に作られています。

消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

土
佐
入
野
駅
前
に
砂
像
が
で
き
た
よ

小
学
生
が
お
茶
で
お
も
て
な
し

「
松
原
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」表
彰
式

青
色
回
転
灯
装
備
車
両

  

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
出
発
式

〜
自
分
た
ち
の
地
域
を

 
 
   

自
分
た
ち
で
守
ろ
う
〜

写
真
左
か
ら
、
優
秀
賞
・
池
内
響
さ
ん（
南

郷
小
六
年
）、
一
席
・
山
本
彩
加
さ
ん
（
三

浦
小
六
年
）、
松
田
未
来
さ
ん（
入
野
小
五

年
）、
二
席
・
山
闢
健
仁
さ
ん（
上
川
口
小

三
年
）、
山
闢
聖
人
さ
ん（
上
川
口
小
四
年
）、

土
居
健
太
さ
ん（
入
野
小
五
年
）、
松
岡
紗

希
さ
ん（
入
野
小
五
年
）

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
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第
一
回
黒
潮
町
人
権
作
品
展

第
一
回
黒
潮
町
人
権
作
品
展

第
一
回
黒
潮
町
人
権
作
品
展

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
人
権
週
間
期
間
中
、
大
方
あ
か
つ
き
館
町

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
第
一
回
黒
潮
町
人
権
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
町
内
の
小
中
学
校
か
ら
出
展
さ
れ
た
絵
画
一
四
三
点
、書
道

一
一
八
点
、
人
権
作
文
・
詩
三
九
点
、
計
三
〇
〇
点
の
子
ど
も
た
ち
の
思
い

や
願
い
の
込
も
っ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
一
六
点
、書
道

一
五
点
、
人
権
作
文
・
詩
七
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
み
さ
き
ち
ゃ
ん
の
手
』

三
浦
小
学
校
一
年
　

浜
口
　
紗
来 

さ
ん

『
気
に
な
る
言
葉
』

入
野
小
学
校
五
年
　

二
宮
　
　
愛 

さ
ん

『
大
切
な
友
達
』

佐
賀
小
学
校
六
年
　

川
崎
　
花
恋 

さ
ん

『
今
の
私
に
で
き
る
こ
と
』

佐
賀
小
学
校
六
年
　

門
脇
　
磨
美 

さ
ん

『
い
じ
め
に
つ
い
て
』

南
郷
小
学
校
六
年
　

友
永
　
咲
季 

さ
ん

『
心
の
叫
び
に
気
付
い
て
下
さ
い
』

入
野
小
学
校
六
年
　

篠
田
　
　
倫 

さ
ん

『
僕
の
考
え
』

佐
賀
中
学
校
三
年
　

大
塚
　
裕
介 

さ
ん

人
権
作
文
・
詩

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

西岡　　研さん

入野小学校 1年
にしおか けん

前田　翔哉さん

三浦小学校 1年
まえだ しょうや

奥尾　日向さん

南郷小学校 2年
おくお ひなた

濱中　倫瑠さん

入野小学校 2年
はまなか みちる

野並　　恵さん

田ノ口小学校 3年
のなみ めぐみ

山沖　愛実さん

三浦小学校 4年
やまおき あいみ

山下　沙希さん

伊与喜小学校 1年
やました さ　き

麻田　海咲さん

入野小学校 3年
あさだ みさき

武政　　萌さん

伊田小学校 5年
たけまさ めぐみ

宮地麻理子さん

伊田小学校 6年
みやじ ま　り　こ

海邊麻梨乃さん

上川口小学校 6年
うみべ ま　り　の

は
ま
ぐ
ち

さ
　
ら

お
お
つ
か

ゆ
う
す
け

か
ど
わ
き

ま
　
み

と
も
な
が

さ
　
き

か
わ
さ
き

　

か
　

れ
ん

に
の
み
や

あ
い

し
の
　

だ

り
ん
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書　　道

柿内　星和さん

大方中学校 2年
かきうち せいわ

吉尾麻莉也さん

大方中学校 2年
よしお ま　り　や

宮藤　　優さん

大方中学校 3年
みやふじ ゆう

矢野　結愛さん

拳ノ川小学校 3年
や　の ゆうあ

矢野川大聖さん

南郷小学校 2年
やのがわ たいせい

小谷　高史さん

上川口小学校 1年
おだに たかふみ

島村　天也さん

大方中学校 2年
しまむら たかや

山川明日香さん

大方中学校 1年
やまかわ あ　す　か

山下　智子さん

伊与喜小学校 3年
やました ともこ

山闢　健仁さん

上川口小学校 3年
やまさき けんと

今西　杏奈さん

拳ノ川小学校 4年
いまにし あんな

藤本　陽菜さん

拳ノ川小学校 4年
ふじもと ひ　な

松田　真依さん

三浦小学校 3年
まつだ ま　い

沖　　宗矢さん

伊田小学校 4年
おき そうや

宮尾　　寧さん

佐賀小学校 5年
みやお ねね

中平　寧々さん

田ノ口小学校 6年
なかひら ね　ね

宮地麻理子さん

伊田小学校 6年
みやじ ま　り　こ

藤原　ちほさん

南郷小学校 5年
ふじはら

吉本　菜見さん

大方中学校 1年
よしもと な　み

大住　友里さん

大方中学校 1年
おおすみ ゆうり
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黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況
平成17年度平成17年度平成17年度

※（　）内の数字は構成比
※【　】内の数字は町民1人当たりの額（平成18年3月31日現在の住民基本台帳人口14,331人で割った数字）

　
平
成
十
七
年
度
の
歳
入
総
額
は

七
二
億
七
二
八
七
万
円
、
歳
出
総

額
は
七
〇
億
五
七
六
〇
万
円
で
、

前
年
度
比
較
で
歳
入
は
二
・
一
％
、

歳
出
は
九
・
六
％
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
は
二
億
一
五
二

七
万
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
七
五
二
七
万
円
を
除
く

実
質
収
支
は
一
億
四
〇
〇
〇
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
決
算
額
の
内
訳
は
上

の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が
最
も

多
く
、
つ
い
で
町
税
、
町
債
、
国

庫
支
出
金
な
ど
の
順
で
す
。

　
一
方
、
歳
出
は
民
生
費
、
総
務

費
、
公
債
費
が
前
年
度
と
同
様
に

大
き
く
、
歳
出
総
額
に
占
め
る
割

合
は
六
一
･
〇
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
平
成
十
七
年
度
は
「
人
が
元
気
・

自
然
が
元
気
・
地
域
が
元
気
」
の

新
町
基
本
方
針
を
柱
と
す
る
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の
諸
施

策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、「
人
が
元
気
」

で
は
、
乳
幼
児
医
療
の
充
実
を
図

り
ま
し
た
。「
自
然
が
元
気
」
で
は
、

一
次
産
業
の
活
性
化
と
し
て
漁
港

整
備
、
中
山
間
地
域
な
ど
で
の
農

一
般
会
計
決
算

歳　入
72億7,287万円
【514,602円】

歳　出
70億5,760万円
【499,370円】

地方交付税
35億4,878万円（48.8%）
【251,009円】

町税
8億2,911万円（11.4%）
【58,665円】

民生費
16億6,566万円（23.5%）
【117,856円】

総務費
14億9,183万円（21.1%）
【105,556円】

公債費
11億4,953万円（16.3%）
【81,337円】

農林水産業費
5億5,627万円（7.9%）
【39,360円】

教育費
4億9,840万円（7.1%）
【35,265円】

土木費
4億0,599万円（5.8%）
【28,726円】

消防費
3億2,254万円（4.6%）
【22,822円】

その他
3億0,325万円（4.3%）
【21,457円】

衛生費
6億6,413万円（9.4%）
【46,991円】

借金（町債）
6億2,670万円（8.6%）
【44,343円】

国庫支出金
2億9,897万円（4.1%）
【21,154円】

県支出金
5億7,606万円（7.9%）
【40,760円】

その他
13億9,325万円（19.2%）
【98,581円】
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林
業
の
基
盤
整
備
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
「
地
域
が
元
気
」
で

は
、
防
災
対
策
と
し
て
自
主
防
災

組
織
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
進
め
ま

し
た
。

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会

計
で
、
一
般
会
計
と
は
別
の
経
理

を
行
っ
て
い
る
特
別
会
計
は
、
国

民
健
康
保
険
事
業
な
ど
十
一
会
計

あ
り
、
歳
入
総
額
は
七
一
億
九
一

一
九
万
円
、
歳
出
総
額
は
七
〇
億

四
三
六
五
万
円
で
、
前
年
度
比
較

で
歳
入
は
二
･
八
％
、
歳
出
は
二
・

二
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
全
体
で
の
歳
入
歳
出

差
引
額
は
一
億
四
七
五
五
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

農
業
・
漁
業
集
落
排
水
事
業
で
は

累
積
赤
字
が
大
き
く
、
一
般
会
計

か
ら
の
赤
字
補
て
ん
に
よ
り
運
営

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
公
営
企
業
で
あ
る
水
道

事
業
会
計
で
は
、
収
益
的
収
支
に

お
い
て
一
二
三
三
万
円
の
純
利
益

を
計
上
し
ま
し
た
。

特
別
・
企
業
会
計
決
算

平成１７年度 各会計決算額    （単位：億円）

 （単位：億円）

歳　入 歳　出

72.73 70.58

歳　入 歳　出

1.56 2.12

0.68住宅新築資金等貸付事業 0.34
0.18宮川奨学資金

一般会計

0.18
18.88給与等集中処理 18.88
16.92国民健康保険事業 15.75
1.06国民健康保険直診 1.05
20.12老人保健事業 20.46
11.57介護保険事業 11.3
0.02介護サービス事業 0.02
0.27農業集落排水事業 0.26
0.15漁業集落排水事業 0.15
2.06 2.05
71.91計 70.44
144.64総　計 141.02

特
　
別
　
会
　
計

水道事業会計
1.52 1.40
0.04 0.72

黒潮町の財政を家計に例えたら・・・黒潮町の財政を家計に例えたら・・・
　平成１７年度一般会計決算額を家計に例えてみました。
　町税などの町が自主的に収入できる財源と、事業に応じて交付される国県補助金等の収入との合計
額が、月３０万円の給料に相当するとして計算したのが右の表です。
　この表で見ると、ローンの返済を除いても毎月５７万７千円余りの出費があり、親からの仕送りに
例えた地方交付税に依存していることが分かります。
　また、新たな借金よりもローン返済額の方が多くなっていますが、ローン残高が９８万５千円もあり、
家計を大きく圧迫していることには変わりありません。支出を切り詰めて、新たな借金を減らすな
どの取り組みが必要です。

この記事についての問い合わせは企画振興課財務係までお願いします。　蕁４３―４５００（直通）

総収入� 72.7億� 総収入（月額）� 714,447円
　町税・譲与税・国県補助金など�30.5億� 　給与収入� 300,000円
　地方交付税� 35.5億� 　親からの仕送り� 348,613円
　町債（借入金）� 6.3億� 　借金� 61,564円
　繰越金（前年度からの繰越金）� 0.4億� 　前月の剰余金� 4,270円

総支出� 70.6億� 総支出（月額）� 693,300円
　人件費（職員の給与・手当など）�19.2億� 　食費� 188,420円
　扶助費（社会保障費）� 3.2億� 　医療費など� 31,450円
　公債費（借入金の元利償還金）�11.8億� 　ローン返済� 116,129円
　繰出金（特別会計への支出）� 5.8億� 　子どもへの仕送り� 57,421円
　その他� 30.6億� 　その他住宅・医療費など�299,880円

形式収支� 2.1億� 収支（月額）� 21,147円
　繰り越すべき財源（翌年度）� 0.7億� 　翌月支払義務経費� 7,394円
　実質収支� 1.4億� 　実質的な収支（月額）� 13,753円

起債残高� 100.3億� ローン残高� 985,482円

▼黒潮町一般会計 ▼月給30万円の世帯

簡易水道事業

収益的収支（消費税抜き）
資本的収支（消費税込み）
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１ 総括
 

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）１ 職員手当には退職手当を含みません。

（注）１「平均給料月額」とは、平成１８年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
　      ２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの 諸手当の額を合計したものです。
　　　３　公表の時点では、平成１８年４月１日現在の国のデータが公表されていないため、黒潮町のデータのみ掲載しました。

（注）１　黒潮町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
         ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（3）特記事項

２ 職員の平均給与月額、初任給などの状況

 （1）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成１８年４月１日現在）

（2）職員の初任給の状況（平成１８年４月１日現在）

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成１８年４月１日現在）

３ 一般行政職の級別職員数などの状況

（1）一般行政職の級別職員数の状況（平成１８年４月１日現在）

職員数 給　　　　　与　　　　　費

給　 料

14,133人

869,931千円

職員手当

87,488千円

期末・勤勉手当

360,091千円

計　　Ｂ

1,317,510千円

Ｂ／Ａ

6,100千円平成18年度

区　分

区　　　　分
黒　　　潮　　　町 国

一般行政職

技能労務職

平均年齢

42.01歳

44.07歳

平均給料月額

333,800円

316,600円

平均給与月額

366,967円

334,762円

Ａ

一人当たり給与費

黒潮町の給与・定員管理などを公表します黒潮町の給与・定員管理などを公表します黒潮町の給与・定員管理などを公表します

（参考）住民基本台帳人口

（平成17年度末）

216人

7,027,888千円

歳出額 Ａ

242,781千円

実質収支

1,918,063千円

人件費 Ｂ

27.3%

人件費率 B／A

％

前年度の人件費率

平成17年度

区　分

区　分

平成１８年１０月１日から平成２０年３月３１日までの間の職員の給料（調整額を含む）は、職務の級が５級および６級の職員は５％を、
４級の職員は４％を、３級の職員は３％を減額して支給しています。

大　学　卒

高　校　卒

高　校　卒技能労務職

初　任　給

170,200円

138,400円

138,400円

2年後の給料

183,800円

148,000円

148,000円

初　任　給

170,200円

138,400円

135,600円

2年後の給料

円

円

円

一般行政職

区　　　　分

区　　分 標準的な職務内容 職　員　数 構　成　比

１　　級 主　　　　　事 12 9.3

２　　級 主　　　　　査 23 17.8

３　　級 主　　　　　幹 18 14.0

４　　級 係　長・主　任 19 14.7

５　　級 主　　　　　監 40 31.0

６　　級 課 長・相 当 職 17 13.2

大　学　卒

高　校　卒

高　校　卒技能労務職

経験年数１０～１５年

260,500円

234,700円

      －      円

経験年数１５～２０年

346,800円

299,100円

299,100円

経験年数２０～２５年

373,500円

356,700円

300,900円

一般行政職

人

人

人

人

人

人

％

％

％

％

％

％
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黒　　　潮　　　町

支給実績（平成17年度普通会計決算）� 901千円

（5）その他の手当 

（1）部門別職員数の状況

手　　当　　名 支　給　実　績
（平成17年度普通会計決算）

国の制度
との異同

扶 　 養 　 手 　 当 23,836千円同

住 　 居 　 手 　 当 6,562千円同

通 　 勤 　 手 　 当 8,345千円同

児 　 童 　 手 　 当 2,040千円同

管　理　職　手　当 7,402千円－

管理職特別勤務手当 105千円－

支給職員１人当たり平均支給年額� 43千円

手当の種類（手当数）� 7種類

支給実績（平成17年度普通会計決算）� 30,066千円

区　　　　分 給料月額など

町　　　長

助　　　役

教　育　長

721,000円

628,000円

580,000円

町　　　長

助　　　役

教　育　長

（平成17年度支給割合） 

3.35月分

議　　　長

副　議　長

議　　　員

（平成17年度支給割合） 

3.35月分

議　　　員

副　議　長

議　　　員

268,000円

212,900円

旧大方　190,000円

旧佐賀　158,000円

支給職員１人当たり平均支給年額� 150千円

国

同

（平成17年度支給割合）
　　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　　3月分　　　　1.45月分
　　　　　　（1.6）月分　　（0.75）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

黒　　　潮　　　町 国

同

（支給率）　　  自己都合　  　 勧奨・定年
勤続20年　　　23.50月分　　30.55月分
勤続25年　　　33.50月分　　41.34月分
勤続35年　　　47.50月分　　59.28月分
最高限度額　　  59.28月分　　59.28月分
その他の加算措置
（定年前早期退職特例措置（2～20％加算））

報
　
　
酬

町　　　長

助　　　役

教　育　長

（算定方式）　　　　（支給時期）

在職年数×500／100（任期毎）

在職年数×300／100（任期毎）

在職年数×250／100（任期毎）

退
職
手
当

期
末
手
当

平成17年

議　　　会

総　　　務

税　　　務

農 林 水 産

商　　　工

土　　　木

－

－

－

－

－

－

平成18年

97

92

28

20

－

－

民　　　生

衛　　　生

78

14

［       ］
合　　計

区　分 職　　　員　　　数

3

47

12

17

3

15

病　　　院

水　　　道

下　水　道

そ　の　他

－

－

－

－

3

6

0

11

部　門

一
般
行
政
部
門

教　　　育 － 28
特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

４ 職員の手当の状況

（1）期末手当・勤勉手当

（3）特殊勤務手当

（4）時間外勤務手当

５ 特別職の報酬などの状況（平成１８年４月１日現在）

（2）退職手当（平成１８年４月１日現在）

（注）（  ）内は、再任用職員に係る支給割合です。

※平成１８年７月１日から平成２０年３月３１日までの間の町長、
　助役、教育長の給料は７％を減額して支給しています。

６ 職員数の状況（平成１８年４月１日現在）

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　　２　[     ]内は、条例定数の合計です。

この記事に関してのお問い合わせは、
企画振興課行政人事係までお願いします。

蕁43－4500（内線220, 221, 222)

小　　　計 －

小　　　計 －

小　　　計 －

小　　　計 －

237

［267］

－

－
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米の経営安定対策が平成19年産米から変わります米の経営安定対策が平成19年産米から変わります米の経営安定対策が平成19年産米から変わります
～収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）に加入しましょう～

　平成19年産からは一定の条件をそろえて「担い手」すなわち認定農業者となった方だけに
支援を行う仕組みに変わります。
　認定農業者になり、収入減少影響緩和対策（品目横断的経営安定対策）に加入しましょう。

★平成19年度から支援を受けられる担い手とは？

★平成19年産米からの経営安定対策の移行は？

認定農業者で

黒潮町で設定された面積（認定農業者2.9ha、集落営農組織4ha）以上の農地を確保する。
　◆ただし、面積が小さくても
　・農業所得が町基本構想の所得目標（おおむね400万円程度）の半分を超えている。
　・さらに、米、麦、大豆の収入（販売金額など）、所得、経営面積のいずれかが、全体

の収入（販売金額など）、所得、経営面積の27％以上である。

例①　収入

黒潮町の所得目標：400万円
Ａさんの農業所得：210万円

（＞50%）

（
販
売
金
額
な
ど
）

Ａ
さ
ん
の
農
業
収
入

し
ょ
う
が

ニ
ラ

米300万円

全ての農業者を対象にした政策

しょうが
＋ニラ
219万円

81万円
（27%）

内
約

例②　所得

黒潮町の所得目標：400万円
Ｂさんの農業所得：210万円

（＞50%）

Ｂ
さ
ん
の
農
業
所
得

し
ょ
う
が

米

麦

210万円
米＋麦
57万円
（27%）

153万円内
約

例③　経営面積

黒潮町の所得目標：400万円
Ｃさんの農業所得：210万円

（＞50%）

Ｃ
さ
ん
の
経
営
面
積

ピ
ー
マ
ン

ニ
ラ

米100a

ピーマン
＋ニラ
73a

27a
（27%）

内
約

担い手の経営に着手した政策

●担い手経営安定対策

基準収入と当該年収入との
差額9割分を補てん

【現在の対策】 【平成19年産からの対策】

◎品目横断的経営安定対策
　（収入減少影響緩和対策）

●稲作所得基盤確保対策

基準価格との差額の5割＋
300円／60Kg分を補てん

米・麦・大豆の基準収入と当該年の収入の差
額を合算・相殺し、減収額の9割分を補てん

◎産地づくり対策
　（稲作構造改革促進交付金）

担い手以外は、地域の合意によって、今ま
での対策に準じた対策（稲作構造改革促進
交付金）が活用できます。

担い
手

担い手以外

担い手
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Q
A

★品目横断的経営安定対策（収入減少影響緩和対策）の補てんは？

標
準
的
収
入

当
該
年
収
入

国補
て
ん
金

拠
出
金

減収額
の

9割
生産者

当該年収入が下
回ったときは、

米・麦・大豆などの品目ごとの増減額を合算
・相殺し、その減収額の9割分を補てん！

【例えば】…平成17年で実施されていた場合（水稲1haで）

拠出金は、
生産者：国＝1：3で負担する
（現在の対策では、生産者：国≒1：2

■詳しくは、下記までお問い合わせください。
　大方総合支所 産業振興課 農林振興係
　　　　　　　　　　蕁43－1888（直通）
　佐賀総合支所 海洋農林課 農林係
　　　　　　　　　　蕁55－3115（直通）

【現在の対策】

稲作所得基盤確保対策

担い手経営安定対策

合　　　　計

40,500円拠出したら、55,400の受取り

拠出金（円）

29,200

11,300

40,500

交付金等（円）

55,400

－

55,400

【今後の対策】

収入減少影響緩和対策

27,936円拠出したら、73,332の受取り

拠出金（円）

27,936

交付金等（円）

73,332

よくある質問Q&A

質問１：加入手続きは、いつどこですればよ
いですか？

【回答】
この対策の加入手続きは、平成19年4月1日
から同年6月30日までに高知農政事務所（四
万十市右山字大谷2041－30）に書類を提
出してください。（書類の作成や準備などは町、
JAが支援しています。）

Q
A

質問３：補てん金の支払いがない場合でも、毎
年拠出しなければならないのですか？

【回答】
補てん金の支払いがない年度の積立金は、翌
年度に繰り越され、積立金の残金が2年以上
ある場合は、拠出する必要はありません。

Q
A

質問２：拠出金はいつ、どの程度拠出するの
ですか？

【回答】
生産者自らリスクに対する備えを行えるよう、
収穫年の7月31日までに、水稲10a（1反）
当たりの標準的収入額（その年の5月末日ま
でに発表されます）の10％の減収に対応し
うる額を水稲作付面積に応じて積立金として

（生産者1：国3の割合で）拠出する必要が
あります。

Q

A

質問４：平成19年度から平成21年度の3年
間の事業だと聞いていますが、3年
間の間に積み立てた拠出金が、補て
ん金を上回った場合、拠出金は返還
されますか？

【回答】
最終年度に繰り越された拠出金が補てん金を
上回った場合、拠出金は返還されません。
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平成19年度から個人住民税が変わります平成19年度から個人住民税が変わります平成19年度から個人住民税が変わります
― 市町村民税・県民税 ―

　国から地方への税源移譲のため、平成19年度課税分から個人住民税の税率が改正されます。
　同様に、所得税の税率も平成19年分から改正されます。
　この改正により、ほとんどの方は、個人住民税が増額になりますが、あくまでも、国税を地方税へ振り
替えるための改正ですので、納税義務者からみれば【住民税＋所得税】の合計額は、基本的には今までと
変わらないように配慮した改正内容となっています。

〔個人住民税の税率〕
現行は課税所得階級区分ごとに5％・
10％・13％の3段階の累進税率で
すが、改正後は一律10％になります。

Q どう変わるの？

課税所得とは？

住民税所得割の税率が10％に統一されます。A

〔所得税の税率〕
　現行は10％～37％までの4段階の累進税率
ですが、改正後は5％～40％までの6段階の累
進税率になります。

　住民税所得割の10％比例税率化に伴い、所
得税の税率構造も見直され、人的控除の差に
対応した減額措置なども講じられます。これ
らの措置により税源移譲の前後で「住民税＋
所得税」の納税者の負担は変わりません。

　個人住民税と所得税では、人的控除額（基
礎控除、扶養控除、障害者控除など）に差が
あります。税率を変更すると、この控除額
の差により負担増となる場合があります
ので、これを調整するために右の額を個人
住民税所得割から控除することになります。

Q 税負担は増える？減る？ A

　給与や事業収入などは税法上「収入」と呼ばれるものです。「課税所得」とはこの「収入」から給与
所得控除や基礎控除、扶養控除、社会保険料控除といった諸控除を差し引いた残りの金額のことです。
　この「課税所得」に税率をかけたものが「税額」となります。※「課税所得」は市町村・県民税の通
知などでは「課税標準額」と記載されています。

※退職所得に係る特別徴収税額表も平成19年1月1日以降は廃止になり、一律10％の個人住民税（税
額からの10％の控除は当分の間今までどおり）が課税になります。

税源移譲によって住民税が増えても所得税が
減るため、納税者の負担は変わりません。

★住民税と所得税の人的控除差に
　基づく減額措置について

個人住民税の
課税所得金額※ 控 除 さ れ る 金 額

200万円以下の方
（イ）と（ロ）のいずれか少ない金額の5％
　（イ）人的控除額の差の合計額
　（ロ）個人住民税の課税所得金額

200万円超の方
｛人的控除額の差－（個人住民税の課税所得金額－
200万円）｝×5%　ただし、この額が2,500円未
満の場合は2,500円とします。

※課税所得金額は、課税総所得金額、課税退職所得金額及び課税山林所得金額の合計額です。



広報くろしお  №11　2007（平成19）年2月号潼

例 の場合夫：給与収入400万円（所得266万円）　　妻：無職
子2人（高校2年生と中学1年生）　社会保険料控除35万円

「定率減税の廃止」と「老年者非課税廃止に伴う段階的措置」について

人 的 控 除 所　得　税 個人住民税 差　　額

配　　偶　　者 38万円 5万

一　般　の　扶　養 38万円 5万

特　定　扶　養 63万円

定率減税
住民税

老年者非課税廃止に伴う段階的措置

平成18年度 本来の税額の1／3課税

平成19年度 本来の税額の2／3課税

平成20年度から 本来の税額

所得税

平成18年度は住民税所得割額の7.5％相当額（最高2万円）が控除されています。

平成18年分は所得税額の10％相当額（最高12.5万円）が控除されています。

18万

基　　　　　礎 38万円 5万

人　的　控　除　計 177万円

33万円

33万円

45万円

33万円

社会保険料控除 35万円 －35万円

課税所得金額
（266万円－控除合計） 54万円

課税所得

54万円

課税所得

87　万円

税　　率

10%

税　　率

5%

87万円

33万144万円

控　除　合　計

所　得　税

個人住民税

×

×

税　　額

54,000円 合計金額

97,500円
税　　額

43,500円

＝

＝

＝

212万円 33万179万円

税額計算

納税者の負担合計額は同じ

　平成11年度に導入された定率減税については所得税、個人住民税とも廃止になりますので、それに
相当する税額は増えることになります。

　平成17年1月1日において65歳以上であった方で、非課税措置の廃止に伴い個人住民税が課せられ
るようになった方については、本来の税額の2／3の額が課税されますので、平成18年度よりも税額
は増えます。

その他

平成20年度から
・現行では所得税のみ適用のあった住宅取得等特別控除に
ついて、所得税の税率が下がるために控除しきれなくな
る方がでてきます。そういった方の負担を調整するため、
個人住民税でも住宅ローン減税が導入されます。
・平成18年分に比べて平成19年分の所得が減少したこと
により人的控除の差による減額措置を受けられない方の
ための激変緩和措置が行われます。

・損害保険料控除を改組し、地震保険料控除が創設されます。
お問い合わせ
大方総合支所 税務課 賦課徴収係 蕁43－2816（直通）
佐賀総合支所 総務課 税務係   　 蕁55－3113（直通）

移譲前

課税所得

54万円

課税所得

87万円

税　　率

5%

税　　率

10%

所　得　税

個人住民税

×

×
税　　額

70,500円
＝

税　　額

27,000円 合計金額

97,500円
減額措置

33万円×5%

＝

－

移譲後

※
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
の
控
除
が
あ
る
場
合
は
、
移

譲
前
と
移
譲
後
の
納
税
負
担
額
に
若
干
の
差
が
生
じ
ま
す
。

［人的控除の差に基づく減額措置］
課税所得金額が200万円以下なので「課税所得金額」と「人的控除の差の合計額」いずれか少ない金額、すなわち33万円の5%が減額されます。
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平
成
十
九
年
度
の
町
県
民
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

の
申
告
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　
申
告
は
収
入
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
現

在
、
町
内
に
在
住
し
て
い
る
二
十

歳
以
上
の
方
全
員
に
提
出
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
申
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合
、

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
が
受
け

ら
れ
な
い
な
ど
の
不
利
益
を
受
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
告
の
対
象
と
な
る
収
入
や
所

得
は
、
平
成
十
八
年
一
月
か
ら

同
年
十
二
月
ま
で
の
も
の
で
す
。

○
提
出
期
限
　
三
月
十
五
日（
木
）

 
乗
ら
な
く
な
っ
た
り
、
乗
れ
な

く
な
っ
た
原
動
機
付
自
転
車
や
軽

自
動
車
で
も
、
平
成
十
九
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
廃
車
手
続
き
を

し
な
い
と
、来
年
度
も
軽
自
動
車

税
が
か
か
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
家
に
そ
ん
な
車
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
早
め
の
手
続
き
を

お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
車
の
種

類
に
よ
っ
て
次
の
表
の
と
お
り
手

続
き
先
が
違
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
農
耕
車
と
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・

乗
用
装
置
付
き
の
コ
ン
バ
イ
ン
・

運
搬
車
両
等
の
農
耕
作
業
用
自
動

車
な
ど
、
大
き
さ
に
関
係
な
く
乗

用
装
置
が
つ
い
て
い
る
機
械
で
時

速
三
十
五
㎞
未
満
で
走
行
す
る
も

の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
農
耕
車
は
、
道
路
を

走
ら
な
く
て
も
軽
自
動
車
税
が
か

か
り
ま
す
。
農
耕
車
を
登
録
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
各
総
合
支
所
窓

口
へ
登
録
の
届
出
を
し
て
ナ
ン
バ

ー
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
農
耕
車
を
買
い
替
え
、
廃
車
し

た
と
き
も
、
担
当
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
に
必
要
な
も
の

　
・
所
有
者
の
印
鑑

　
・
車
名

　
・
車
体
番
号

　
・
総
排
気
量

※
代
理
の
方
が
届
出
を
す
る
場
合

は
、
代
理
の
方
の
印
鑑
も
必
要

に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

税
務
課 

賦
課
徴
収
係

蕁
４
３
―
２
８
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

総
務
課 

税
務
係

蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）

税
務
担
当
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
県
民
税
な
ど
の
申
告
は

　
三
月
十
五
日
（
木
）
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

 
 

軽
自
動
車
の
廃
車
手
続
き

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
に
は
軽
自
動
車
税
が
か
か
り

ま
す
!

　
税
法
上
の
障
害
者
控
除
は
、通
常

「
身
体
障
害
者
手
帳
」な
ど
を
交
付

さ
れ
て
い
る
方
な
ど
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
方
で
も
障
害
者
控
除
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、そ
の

障
害
の
程
度
が「
障
害
者
手
帳
」

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
に

準
ず
る
も
の
と
し
て
黒
潮
町
長

が
認
定
し
て
い
る
方
も
障
害
者

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。《
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定（
要
介

護
１
か
ら
５
）を
受
け
て
い
る
方
も
、

黒
潮
町
長
の
認
定
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。》

※
所
得
税
の
確
定
申
告
で
前
記
の

障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

黒
潮
町
長
の
認
定
書
が
必
要
で
す
。

こ
の
障
害
者
控
除
対
象
者
の
認

定
に
関
す
る
詳
し
い
事
は
、左
記

の
担
当
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
方
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課 

介
護
保
険
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

佐
賀
総
合
支
所 

町
民
課 

保
険
福
祉
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

町
県
民
税
な
ど
の
障
害
者
控
除

対
象
者
の
認
定
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

町
県
民
税
な
ど
の
障
害
者
控
除

対
象
者
の
認
定
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

軽自動車の種類 手続き先・連絡先

黒潮町役場
大方総合支所 税務課 賦課徴収係
佐賀総合支所 総務課 税務係

原動機付自転車
（125cc以下）
小型特殊自動車

（農耕作業用のもの、トラ
クターなど）

高知運輸支局（高知市大津）
蕁050－5540－2077

125ccを超えるバイク

高知県軽自動車協会（高知市長浜）
蕁088－842－4311

軽自動車

2月は「北方領土返還運動全国強調月間」です2月は「北方領土返還運動全国強調月間」です
　歯舞諸島、色丹島、国後島、択捉島の北方四島は、いまだかつて
一度も外国の領土になったことのない日本国有の領土です。

（平成18年度　北方領土に関する標語最優秀作品）

はぼ まい しょ とう しこ たん とう くな しり とう えと ろふ とう

「四島（しま）還れ！　日本の声です　叫びです」
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財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費

と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
も
、
こ
の
事
業
を
活

用
し
て
、
早
咲
地
区
自
主
防
災
組

織
と
伊
田
さ
く
ら
消
防
ク
ラ
ブ
に

防
災
資
機
材
を
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
早
咲
地
区
自
主
防
災
組
織
は
、

平
成
十
五
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、

自
主
的
な
学
習
会
の
開
催
や
、
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
、
避
難
道
の
出

役
で
の
整
備
、
避
難
誘
導
標
識
を

自
作
す
る
な
ど
、
活
発
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
例
年
の
避

難
訓
練
の
参
加
者
も
多
く
、
防
災

意
識
の
高
い
地
区
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
対
象

と
な
り
、
資
機
材
の
整
備
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
購
入
し
た
資
機
材
は
、
救
急
箱
、

担
架
、
防
災
倉
庫
、
テ
ン
ト
、
貯

水
タ
ン
ク
、
か
ま
ど
セ
ッ
ト
、
災

害
用
ト
イ
レ
セ
ッ
ト
、
救
助
工
具

セ
ッ
ト
、
メ
ガ
ホ
ン
、
ラ
ン
タ
ン

ラ
ジ
オ
、
携
帯
用
浄
水
器
、
折
り

た
た
み
マ
ッ
ト
な
ど
で
、
昨
年
の

九
月
三
日
に
行
わ
れ
た
総
合
防
災

訓
練
で
は
、
資
機
材
の
紹
介
も
か

ね
て
、
炊
き
出
し
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　
早
咲
地
区
自
主
防
災
組
織
の
会

長
で
あ
る
小
永
区
長
は
、「
今
回
、

助
成
い
た
だ
い
た
多
数
の
防
災
用

品
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
『
地

区
防
災
活
動
』
に
取
り
組
ん
で
き

た
姿
勢
が
、
高
く
評
価
さ
れ
た
結

果
で
あ
り
、
推
進
さ
れ
て
き
た
諸

先
輩
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
無
い
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
が
、
万
一
大
災
害
に
見
舞
わ

れ
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
状
況
を
想
定
し
た
上
で
、
適
切

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
各
資

機
材
の
用
途
に
つ
い
て
な
ど
、
特

に
自
主
防
災
組
織
の
委
員
が
中
心

と
な
り
、
熟
知
に
努
め
、
今
後
の

防
災
訓
練
に
も
取
り
入
れ
、
利
用

方
法
を
広
く
一
般
住
民
に
も
知
ら

し
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
。
」
と
、
資
機
材
の
活
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　
伊
田
さ
く
ら
消
防
ク
ラ
ブ
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
を
財

源
に
（
財
）
日
本
消
防
協
会
が
行

う
「
女
性
消
防
隊
に
よ
る
安
全
で

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
」
に
よ
り
、
軽
可
搬
消
防
ポ
ン

プ
や
活
動
用
の
被
服
（
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
、
合
羽
）
お
よ

び
そ
の
他
の
資
機
材
（
布
製
担
架
、

ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
、
懐
中
電
灯
）

を
購
入
し
ま
し
た
。

　
昨
年
三
月
、「
自
分
た
ち
の
地

域
で
何
か
あ
っ
た
と
き
役
に
立
ち

た
い
」
と
の
思
い
で
結
成
し
た
同

ク
ラ
ブ
。
こ
れ
ま
で
は
、
普
通
救

命
講
習
の
受
講
、
地
域
の
防
災
訓

練
や
消
防
団
の
訓
練
に
参
加
す
る

な
ど
の
活
動
を
し
て
き
た
メ
ン
バ

ー
で
す
が
、
本
格
的
な
資
機
材
が

配
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
ま
す
ま
す

地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
頼
も
し

い
存
在
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
8

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
災
害
へ
の
備
え
〜

防
災
資
機
材
を

       

購
入
し
ま
し
た

― 

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業 
―

防
災
倉
庫
を
整
備

　 

早
咲
地
区
自
主
防
災
組
織

軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
な
ど
購
入

　
伊
田
さ
く
ら
消
防
ク
ラ
ブ

“入魂式”では、神主さんに魂を込めても
らいました。

自分たちの扱う消防ポンプに興味津々
消防団員のサポートを受け、早速放水
してみました

●このページの記事に関する
お問い合わせ、南海地震の体
験談のご連絡は、以下にお
願いします。

【大方総合支所】
 総務課　消防防災係

蕁43－2112（直通）

【佐賀総合支所】
 総務課　総務係

 蕁55－3113（直通）
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ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん

二
月
八
日（
木
）

三
月
八
日（
木
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

一
階
　
第
一
研
修
室

（
役
場
佐
賀
庁
舎
前
）

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船

員
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
で
、

障
害
・
遺
族
・
老
齢
等
給
付
を

含
め
、知
り
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、ど
ん
な
こ
と
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、高
知
社

会
保
険
事
務
局
が
実
施
し
て

い
る
年
金
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
相
談
に
対
応
し
て
い
た
だ

く
の
は
年
金
相
談
専
門
員
で
す
。

 
 

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
総
合
支
所
　
町
民
課
窓
口
係

蕁
５
５
―
３
１
１
１（
直
通
）

ね
ん
き
ん
相
談

ね
ん
き
ん
相
談

　
一
年
前
納
（
四
月
〜
翌
年
三
月

分
）
お
よ
び
六
カ
月
前
納
（
四
月

〜
九
月
分
・
十
月
〜
翌
年
三
月
分
）

は
、「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
納
付
書
（
現
金
）
で

前
納
す
る
よ
り
も
割
引
額
が
高
く
、

さ
ら
に
お
得
に
な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
よ
る
毎
月
納
付
の

場
合
、
通
常
の
振
替
日
は
翌
月
末

で
す
が
、
当
月
末
振
替
の
「
早
割
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険
料

が
割
引
と
な
り
お
得
で
す
。

　
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
預

（
貯
）金
通
帳
、
預（
貯
）金
通
帳
の

お
届
け
印
を
持
っ
て
、
金
融
機
関

や
郵
便
局
ま
た
は
高
知
県
社
会
保

険
事
務
局
幡
多
事
務
所
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
口
座
振
替
に
よ
る
一
年

前
納
お
よ
び
六
カ
月
前
納
（
四
月

〜
九
月
分
）
は
、
四
月
末
日
（
今

年
は
休
日
の
た
め
五
月
一
日
）
の

引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
三
月
中
に
事
前
登

録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
直
接

高
知
県
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事

務
所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
を
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

あ
ら
た
め
て
お
申
し
込
み
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
十
九
年
度
の
割
引
額
な
ど

に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
知
県
社
会

保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
の
受
付
時
間
延
長

　
二
月
十
三
日
（
火
）
は
、
高
知

社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所
に

お
い
て
、
年
金
相
談
の
受
付
時
間

を
午
後
七
時
ま
で
延
長
し
て
お
り

ま
す
。

第
二
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

　
二
月
十
日
（
土
）
は
、
高
知
社

会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所
に
お

い
て
、
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四

時
ま
で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事

務
所
で
は
、
第
二
土
曜
日
、
時
間

外
年
金
相
談
の
日
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
カ
月
前
か
ら
電
話
に
よ
る

予
約
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
知
社
会
保
険
事
務
局 

幡
多
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６

月
々
の
納
付
も
口
座
振
替
の

「
早
割
」
な
ら
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

「
口
座
振
替
」
で
前
納
が
お
得
で
す

休
日
・
時
間
外
の
年
金
相
談
の

お
知
ら
せ
（
二
月
）

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
…

年
金
相
談
の
予
約

《参考1》
平成18年度割引額

～ 現金納付の場合  ～

《参考2》
3月中に登録をした場合の
口座振替月

～ 通常の口座振替 ～
（翌月末振替）

毎月納付� 割引なし

6ヶ月前納� 680円

1年前納� 2,950円

～ 口座振替の場合 ～

毎月納付� 50円※

※早割を利用した場合

平成19年度の割引額は
変更される予定です

6ヶ月前納� 940円

1年前納� 3,490円

保険料

3月分

口座振替月

4月末日

4月分 5月末日

5月分 6月末日

～ 早割の口座振替 ～
（当月末振替）

保険料

3・4月分

口座振替月

4月末日

5月分 5月末日

6月分 6月末日

※月末が金融機関の非営業日の場合、
振替日は翌営業日となります
※早割の初回振替は原則2ヶ月分（前
月分・当月分）となります。また、
割引は4月（当月）分以降の保険
料からとなります
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福祉用具購入費の支給について

介護保険広報シリーズ潭介護保険介護保険介護保険 ガイ ド

　要介護認定を受け、在宅生活をしている方で、トイレや入浴などに用いる福祉用具
のうち、日常生活の自立や介護に役立つ福祉用具を購入した時に購入費の一部が介護
保険から支給されます（支給対象限度額は１０万円／年度で、購入費の全額をいったん
自己負担した後、その９割が支給されます）。

　認知症対応型共同生活介護事業所「グループホームしらゆり（仮称）」が、本年５月１０日に開所
予定です。施設では入居者を募集しますので、入居を希望される方は直接下記までご連絡をお願い
します。
　入居については、黒潮町の住民で、要介護１以上の認定を受けており、少人数による共同生活を
営むことに支障がない方などの条件があります。

※グループホームとは、認知症
の方が小規模な生活の場で
少人数による共同生活を営
み、食事の支度や掃除、洗濯
などを利用者がスタッフとと
もに共同で行う施設です。

○お問い合わせ　大方総合支所　健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116（直通）
　　　　　　　　佐賀総合支所　町　民　課  保険福祉係　蕁55－3112（直通）

「福祉用具購入費の支給」について

福祉用具購入費支給の対象品目
（購入費支給の対象品目は、要介護区分によって異なります。）

●腰掛け便座＝和式便座の上に置いて腰掛式に変換するもの、ポータブルトイレなど。
●入浴補助用具＝入浴用いす、入浴台、浴槽内手すりなど。
●特殊尿器＝尿が自動的に吸引されるものなど。
●簡易浴槽＝折りたたみ式などの浴槽。

＜購入時の注意＞
購入費の支給は、指定事業所で上記対象福祉用具を購入した場合に限りますので、
購入を希望される場合は、担当ケアマネジャーか介護保険係までご相談ください。

※支給対象限度額は10万円/年度、10万円の限度額内で購入金額の9割が支給されます。
　（10万円を超えた分は全額利用者負担です。）

「グループホームしらゆり(仮称)」入居者募集「グループホームしらゆり(仮称)」入居者募集「グループホームしらゆり(仮称)」入居者募集

経過的要介護

名　　　　　　　　称 グループホームしらゆり（仮称）
所　　　　在　　　　地 黒潮町下田の口2153番地

運　　営　　法　　人 有限会社　沙羅（取締役　渡辺大東）

ユ　ニ　ッ　ト　数 １ユニット（9床）利用定員9名

入居申し込みに関する問い合わせ先 蕁34－3913（担当：佐竹）

要介護1 要介護2～5

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○移 動 用 リ フ ト の つ り 具

簡 易 浴 槽

特 殊 尿 器

入 浴 補 助 用 具

腰 掛 け 便 座

福 祉 用 具
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
で
元
気
な
か
ら
だ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

二
月
中
旬
か
ら
三
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2月　日／曜日 内　　　容 実施場所 ・ 実施時間

愛 　 育 　 相 　 談16日（金） 保健福祉センター 10：00～11：30

健 　 康 　 相 　 談22日（木） 大方橘川集会所 9：30～10：30

愛 　 育 　 相 　 談28日（水） 浜松保育所 9：30～11：00

3月　日／曜日 内　　　容 実施場所 ・ 実施時間

1 歳 6 カ 月 児 健 診05日（月） 保健福祉センター ※13：00～13：30

健 　 康 　 相 　 談07日（水） 御坊畑集会所 13：30～14：30

健 　 康 　 相 　 談09日（金） 福堂集会所 9：30～10：30

乳 　 児 　 健 　 診12日（月） 保健福祉センター ※13：00～13：30

愛 　 育 　 相 　 談15日（木） 大方くじら保育所 9：30～11：00

2月　日／曜日 内　　　容 実施場所 ・ 実施時間

横浜愛育健康相談19日（月） 佐賀老人憩の家 9：30～11：00

20日（火） 上分ミニデイサービス 上分集会所 9：30～11：00

3月　日／曜日 内　　　容 実施場所 ・ 実施時間

伊与喜ミニデイサービス06日（火） 伊与喜集会所 9：30～11：00

漁民センターミニデイサービス 漁民センター 9：30～12：00

07日（水）

総合センター（佐賀校区対象）14：00～14：30
ポ　　　リ　　　オ

保健センター（伊与喜・拳ノ川・鈴校区対象） 11：30～11：00

注）表中の※印は、受付時間となります。

馬地ミニデイサービス14日（水） 馬地集会所 9：30～11：00

15日（木） 鈴ミニデイサービス 鈴漁民センター 10：00～15：00

大方地域

佐賀地域
○
お
問
い
合
わ
せ

　【
大
方
総
合
支
所
】
健
康
福
祉
課
　

保
健
衛
生
係
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　【
佐
賀
総
合
支
所
】
健
康
対
策
課
　

保
健
係
　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）
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最
大
血
圧

80 

〜 

84

85 

〜 

89

90 

〜 

99

100 

〜 

109

110 

以
上

180以上
160～179
140～159
130～139
120～129
120未満

重症高血圧
中等症高血圧

軽症高血圧
正常高値血圧

正常血圧
至適血圧

80未満

最小血圧

高
血
圧
っ
て
な
あ
に
？

健 康 知恵 袋
　
今
回
は
、
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
「
血
圧
」
に
つ
い
て
少
し
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
循
環
器
病
の
大
き
な
危
険
因
子

と
な
る
の
が
「
高
血
圧
」
で
す
。

　
特
に
高
血
圧
の
人
は
、
脳
卒
中

に
な
る
危
険
が
高
く
、
後
遺
症
な

ど
に
よ
っ
て
寝
た
き
り
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
血
圧
」
と
は
、
血
液
が
流
れ

る
と
き
に
、
血
管
の
壁
に
与
え
る

圧
力
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
こ
の
血
管
に
与
え
る
圧
力
が
か

か
り
過
ぎ
て
い
る
状
態
の
こ
と
を

「
高
血
圧
」
と
呼
び
ま
す
。

　
高
血
圧
が
長
く
続
く
と
、
血
管

の
壁
に
絶
え
ず
大
き
な
圧
力
が
か

か
り
、
動
脈
硬
化
が
進
行
し
て
血

管
が
詰
ま
っ
た
り
、
脳
卒
中
や
狭

心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど
多
く
の
循

環
器
病
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
血
圧
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
体
調

や
心
理
状
態
、
ま
た
、
測
る
時
の

姿
勢
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
動
し
ま
す
。

①
で
き
る
だ
け
同
じ
場
所
、
同
じ

時
間
に
測
る

②
五
分
程
度
は
安
静
を
保
っ
た
状

態
で
測
る

③
毎
日
測
定
し
、
日
々
の
変
化
を

見
る

◆
自
分
の
血
圧
を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う

肥
満
を
解
消
す
る

　
太
り
気
味
の
人
は
、
減
量
す

る
こ
と
で
血
圧
が
下
が
り
ま
す
。

　
適
正
体
重
の
人
も
、
今
よ
り

体
重
が
増
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

塩
分
の
摂
取
量
を
控
え
る

　
汁
物
は
一
日
一
杯
ま
で
に
お

さ
え
、
め
ん
類
を
食
べ
る
と
き

は
、
汁
を
残
す
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　
チ
ャ
ー
ハ
ン
や
カ
レ
ー
な
ど

味
の
付
い
た
主
食
に
は
塩
分
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
で

き
る
だ
け
回
数
を
減
ら
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
食
卓
に
し
ょ
う
ゆ
や

塩
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
、
む

や
み
に
か
け
る
の
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
る

　
野
菜
と
果
物
に
多
く
含
ま
れ

て
い
る
カ
リ
ウ
ム
に
は
、
体
内

の
余
分
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
尿
中

に
排
泄
し
、
血
圧
を
さ
げ
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。

適
度
な
運
動
を
!

　
運
動
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
と

い
う
点
か
ら
も
効
果
的
で
す
。

　
高
血
圧
で
受
診
し
て
い
る
人

は
、
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
行

い
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
に
!

　
飲
酒
量
が
多
い
人
ほ
ど
、
血

圧
は
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
週
に
二
回
は
休
肝
日
を
作

り
、
ビ
ー
ル
な
ら
中
ビ
ン
一
本
、

日
本
酒
な
ら
一
合
ま
で
に
と
ど

め
ま
し
ょ
う
。

で
き
る
だ
け
禁
煙
を
!

　
た
ば
こ
は
、
動
脈
硬
化
を
進

め
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
起

こ
し
や
す
く
し
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
習
慣
を
再
度
見
直

し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら
れ

る
よ
う
自
分
の
身
体
を
し
っ
か
り

管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

健
康
対
策
課 

保
健
係

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

自
宅
で
血
圧
を
測
る
と
き
の

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
の

生
活
習
慣

あなたの血圧は
大丈夫？
あなたの血圧は
大丈夫？
あなたの血圧は
大丈夫？

　
黒
潮
町
で
は
町
内
在
住
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず

れ
か
を
お
持
ち
の
、
障
害
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
を
お
持
ち
の

方
は
、
こ
の
機
会
に
パ
ソ
コ
ン
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

内
容
　
①
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

　
　
　
②
文
字
入
力

　
　
　
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

　
　
　
　
電
子
メ
ー
ル
の
操
作

日
程
　
三
月
中
の
十
日
間
程
度

　
　
（
二
時
間
程
度
／
日
）予
定

場
所
　
幡
多
青
少
年
の
家

募
集
定
員
　
十
名
程
度

（
定
員
を
超
え
た
場
合
、
こ
ち
ら

で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

※
二
月
二
十
日（
火
）ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
大
方
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

町
民
課 

保
険
福
祉
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催
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土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
N
E
W
S

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
N
E
W
S

お
得
な
会
員
割
引
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
＋
J
R
四
国
の
運
賃
と
特
急
料
金
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

※斜め太文字は新設普通列車です。接続や季節列車など不明な点などありましたら、土佐くろしお鉄道中村駅
　（蕁35－4961）、宿毛駅（蕁63－6000）までお問い合わせください。

ヤングウィークエンドカードヤングウィークエンドカード

対　　象　13歳以上29歳以下
　　　　（12歳の中学生を含む）
年　会　費　1,000円
割　引　率　40％引き
利用条件
　

例えば、
中村 ― 高知往復特急自由席
　通常 8,040円→会員4,820円
中村 ― 高松往復特急自由席
　通常15,600円→会員9,340円

金曜日午後5時以降、土
曜日、日曜日、祝日（国民
の休日、振替休日を含む）、
12月31日～1月3日の
片道61km以上の往復

四国エンジョイクラブ四国エンジョイクラブ

対　　象　男性60歳以上
　　　　　女性55歳以上
年　会　費　1,500円
割　引　率　30％引き
利用条件
　

例えば、
中村 ― 高知往復特急自由席
　通常 8,040円→会員5,620円
中村 ― 高松往復特急自由席
　通常15,600円→会員10,920円

片道71km以上の駅区
間で、往復とも特急列車

（1列車あたり51km以上）
を利用する場合。

このページの内容に関するお問い合わせは、
　土佐くろしお鉄道株式会社 中村駅　蕁35―4961
　土佐くろしお鉄道中村・宿毛線運営協議会 事務局　蕁34―1129

列車着発時刻表〔宿毛・中村・高知・高松・岡山〕列車着発時刻表〔宿毛・中村・高知・高松・岡山〕列車着発時刻表〔宿毛・中村・高知・高松・岡山〕
平成19年3月18日（日）改正

南風6号 南風10号 南風12号 南風16号 南風20号 南風24号 南風26号 南風28号

発 539 636 718 756 903 1040 1243 1434 1600 1706 1747 1853 1937 2043
〃 541 639 720 759 ↓ 1042 1246 1436 1602 1709 1750 ↓ 1940 2045
〃 549 646 728 806 910 1050 1253 1444 1610 1716 1758 1859 1948 2053
〃 551 648 730 808 ↓ 1052 1255 1446 1612 1718 1759 ↓ 1949 2055
〃 555 653 734 815 ↓ 1056 1300 1450 1616 1726 1804 ↓ 1957 2059
〃 601 659 740 821 ↓ 1102 1306 1456 1622 1732 1810 ↓ 2003 2105
〃 605 702 744 825 ↓ 1106 1309 1500 1626 1735 1814 ↓ 2007 2109
着 609 706 748 828 920 1110 1313 1504 1630 1739 1817 1909 2010 2113
発 612 645 813 804 921 1113 1210 1318 1509 1519 1643 1633 1744 1824 1910 2024 2120
〃 ↓ 648 817 ↓ ↓ ↓ 1213 ↓ ↓ 1522 1646 ↓ ↓ 1827 ↓ 2027 2124
〃 ↓ 653 821 ↓ ↓ ↓ 1218 ↓ ↓ 1527 1651 ↓ ↓ 1832 ↓ 2031 2128
〃 619 657 825 811 928 1120 1221 1325 1516 1530 1655 1640 1751 1835 1917 2035 2132
〃 ↓ 701 844 ↓ ↓ ↓ 1225 ↓ ↓ 1534 1701 ↓ ↓ 1839 ↓ 2039 2136
〃 ↓ 704 847 ↓ ↓ ↓ 1228 ↓ ↓ 1537 1704 ↓ ↓ 1842 ↓ 2042 2139
〃 ↓ 706 849 ↓ ↓ 1128 1230 ↓ ↓ 1539 1706 1644 ↓ 1844 ↓ 2044 2141
〃 ↓ 708 852 ↓ ↓ ↓ 1233 ↓ ↓ 1542 1709 ↓ ↓ 1847 ↓ 2047 2144
〃 ↓ 713 857 ↓ ↓ ↓ 1238 ↓ ↓ 1547 1713 ↓ ↓ 1852 ↓ 2051 2148
〃 ↓ 716 859 ↓ ↓ ↓ 1240 ↓ ↓ 1549 1716 ↓ ↓ 1854 ↓ 2054 2151
〃 630 729 909 826 941 1136 1243 1336 1527 1554 1727 1652 1802 1859 1928 2059 2154
〃 ↓ 733 913 ↓ ↓ ↓ 1247 ↓ ↓ 1558 1731 ↓ ↓ 1903 ↓ 2102 2158
〃 ↓ 738 919 ↓ ↓ ↓ 1252 ↓ ↓ 1603 1737 ↓ ↓ 1908 ↓ 2108 2203
〃 ↓ 752 935 ↓ ↓ ↓ 1309 ↓ ↓ 1615 1804 ↓ ↓ 1921 ↓ 2120 2215
着 647 757 940 844 959 1153 1314 1353 1544 1620 1809 1709 1819 1925 1945 2126 2222
発 649 706 850 1000 1155 1355 1550 1711 1821 1948
着 757 851 958 1058 1257 1455 1655 1817 1924 2054
発 800 1000 1100 1300 1500 1700 1824 1930 2100
着 ↓ ↓ 1244 1444 1638 1843 2009 2107 2246
発 ↓ ↓ 1245 1249 1445 1450 1640 1844 1850 2011 2108 2248
発 952 954 1153 1159 ↓ 1258 ↓ 1459 1652 1651 ↓ 1858 2022 2021 2119 2118 ↓
着 ↓ 1035 ↓ 1222 ↓ 1321 ↓ 1522 ↓ 1711 ↓ 1928 ↓ 2041 ↓ 2136 2312
着 1027 1227 1327 1527 1727 1927 2058 2157

上

り

特急列車名

しまんと1号 南風1号 しまんと5号 南風3号 南風7号 南風11号 南風13号 南風17号 南風19号 南風23号

発 … 705 … 850 1052 1252 1352 1552 1652 1852
〃 606 653 ↓ 910 ↓ 1058 ↓ 1258 ↓ 1358 ↓ 1558 ↓ 1658 ↓ 1859 ↓
〃 ↓ 731 741 932着 936 1121 1130 1321 ↓ 1420 1428 1620 1628 1722 ↓ 1924 1932
着 630 740 748 943 ↓ 1330 1335 ↓ 1630 1636 1731 1735 ↓
発 630 749 944 ↓ 1336 ↓ 1639 1737 ↓
着 816 947 1130 1323 1516 1624 1832 1919 2126
発 818 950 1134 1326 1519 1627 1837 1928 2137
着 922 1057 1245 1427 1623 1741 1947 2039 2243
発 604 657 802 924 1059 1216 1257 1431 1526 1630 1650 1743 1834 1949 2041 2244
〃 609 703 807 ↓ ↓ 1222 ↓ ↓ 1531 ↓ 1656 ↓ 1840 ↓ ↓ ↓
〃 619 713 817 ↓ ↓ 1232 ↓ ↓ 1545 ↓ 1712 ↓ 1850 ↓ ↓ ↓
〃 624 718 822 ↓ ↓ 1237 ↓ ↓ 1550 ↓ 1717 ↓ 1855 ↓ ↓ ↓
〃 640 723 826 941 1116 1243 1315 1448 1558 1652 1724 1802 1859 2006 2059 2302
〃 643 726 830 ↓ ↓ 1247 ↓ ↓ 1602 ↓ 1727 ↓ 1903 ↓ ↓ ↓
〃 646 729 832 ↓ ↓ 1249 ↓ ↓ 1604 ↓ 1730 ↓ 1905 ↓ ↓ ↓
〃 650 733 836 ↓ ↓ 1254 ↓ ↓ 1609 ↓ 1734 ↓ 1910 ↓ ↓ ↓
〃 653 736 839 949 ↓ 1257 ↓ 1456 1612 ↓ 1737 ↓ 1913 ↓ ↓ ↓
〃 655 738 841 ↓ ↓ 1259 ↓ ↓ 1613 ↓ 1739 ↓ 1915 ↓ ↓ ↓
〃 701 741 844 ↓ ↓ 1302 ↓ ↓ 1617 ↓ 1754 ↓ 1920 ↓ ↓ ↓
〃 704 745 847 953 1127 1305 1331 1500 1620 1703 1757 1813 1923 2017 2109 2313
〃 708 749 851 ↓ ↓ 1309 ↓ ↓ 1624 ↓ 1801 ↓ 1927 ↓ ↓ ↓
〃 713 754 856 ↓ ↓ 1314 ↓ ↓ 1629 ↓ 1806 ↓ 1932 ↓ ↓ ↓
着 716 757 859 1000 1134 1317 1338 1507 1632 1709 1809 1819 1935 2023 2116 2319
発 636 717 801 1003 1137 1343 1513 1712 1821 1845 1943 2025 2124 2323
〃 640 721 805 1007 1141 1347 1517 1716 ↓ 1849 1947 ↓ 2128 2327
〃 644 725 809 1011 1145 1351 1521 1720 ↓ 1853 1951 ↓ 2132 2331
〃 653 734 815 1017 1151 1357 1527 1726 ↓ 1902 1957 ↓ 2138 2337
〃 657 739 819 1021 1155 1401 1532 1730 ↓ 1906 2001 ↓ 2142 2341
〃 659 740 821 1023 1157 1403 1533 1732 1832 1908 2003 2035 2144 2343
〃 706 748 828 1030 1204 1410 1541 1739 ↓ 1915 2010 ↓ 2151 2350
着 709 750 831 1033 1207 1413 1543 1742 1838 1918 2013 2041 2154 2353

※運転日
注意

下

り

特急列車名

あ
し
ず

り

宿　　毛
東　宿　毛
平　　田
工業団地
有　　岡
国　　見
具　　同

古　津　賀
西　大　方
土佐入野
浮　　鞭
海の王迎
土佐上川口
有　井　川
土佐白浜
佐賀公園
土佐佐賀
伊　与　喜
荷　　稲
若　　井

宇　多　津
高　　松
岡　　山

中　　村

窪　　川

高　　知

多　度　津

岡　　山
高　　松
宇　多　津

若　　井
荷　　稲
伊　与　喜
土佐佐賀
佐賀公園
土佐白浜
有　井　川
土佐上川口
海の王迎
浮　　鞭
土佐入野
西　大　方
古　津　賀

具　　同
国　　見
有　　岡
工業団地
平　　田
東　宿　毛
宿　　毛

中　　村

多 度 津

高　　知

窪　　川

しまんと10号 ※運転日
　注　意
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日
　
時

　
二
月
二
十
一
日
か
ら

　
二
十
三
日
ま
で
（
三
日
間
）

　
午
後
六
時
か
ら
午
後
八
時
半
ま
で

場
　
所

　
高
知
県
立
大
方
商
業
高
校

　
　
　
北
舎
３
階
パ
ソ
コ
ン
室

募
集
人
数

　
三
十
人

内
　
容

　
表
計
算
ソ
フ
ト
の
利
用

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら
、

表
計
算
ソ
フ
ト
（
エ
ク
セ
ル
）

の
基
本
操
作
。
表
の
作
成
、
関

数
の
利
用
、
グ
ラ
フ
な
ど
の
作

成
ま
で
、
詳
細
は
本
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

申
し
込
み

　
二
月
十
三
日（
火
）よ
り
、
電

話
で
お
申
し
込
み
（
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
）
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
高
知
県
立
大
方
商
業
高
等
学
校

担
当
　

伊
与
田
　
友
史

蕁
４
３
―
１
０
７
９

　http://www.kochinet.ed.jp/ogatasho-h/

　
日
進
月
歩
の
情
報
化
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
に
は
一
生
が
勉
強
、

今
か
ら
学
ん
で
も
遅
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
、
本
校
で
は
十
代
か

ら
七
十
代
ま
で
の
生
徒
が
楽
し
く

学
ん
で
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
ぜ
ひ
仲
間
入
り
を
!

入
学
定
員
　
一
〇
〇
人

入
学
資
格
　

　
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま

た
は
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
の
学

力
の
あ
る
方

出
願
期
間
　

　
前
期
　
三
月
十
二
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
三
月
二
十
九
日（
木
）ま
で

　
後
期
　
九
月
十
日（
月
）か
ら

　
　
　
 

九
月
十
三
日（
木
）ま
で

入
学
選
考

　
書
類
審
査
、
面
接
な
ど

入
学
式

　
前
期
　
四
月
八
日（
日
）

　
後
期
　
十
月
七
日（
日
）

※
納
入
金
と
し
て
は
、
受
講
料
（
一

単
位
三
二
〇
円
×
単
位
数
分
）

お
よ
び
諸
経
費
な
ど
（
一
万
二

千
円
程
度
）
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
高
校
通
信
制（
安
田・
小
野
川
）

蕁
４
３
―
１
０
７
９

　
平
成
十
九
年
度
お
よ
び
平
成
二

十
年
度
に
黒
潮
町
が
発
注
す
る
「
建

設
工
事
」、「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
」、「
物
品
製
造
（
購

入
）・
役
務
の
提
供
な
ど
」
の
一

般
競
争
入
札
（
指
名
競
争
入
札
）

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
お
よ
び
提
出
先

　
大
方
総
合
支
所 

総
務
課
ま

で
書
類
を
お
持
ち
込
み
い
た
だ

く
か
、
郵
送
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
〒
７
８
９
―
１
９
９
２

　
黒
潮
町
入
野
２
０
１
９
―
１

　
大
方
総
合
支
所 

総
務
課 

総
務
係

申
請
期
間

　
二
月
二
十
八
日
ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

申
請
書
類
お
よ
び
提
出
書
類

　
申
請
手
続
き
を
さ
れ
る
業
務

に
よ
り
様
式
や
提
出
書
類
が
異

な
り
ま
す
の
で
、黒
潮
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、左
記

ま
で
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

総
務
課 

総
務
係

蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

総
務
課 

総
務
係

　
蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）

選
挙
権
を
有
す
る
方

　
平
成
十
八
年
一
月
一
日
現
在
で

作
成
さ
れ
た
黒
潮
町
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
る
方

期
日
前
投
票

　
仕
事
や
用
事
な
ど
で
、
三
月
四

日
に
投
票
が
で
き
な
い
方
は
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
期
間

　
二
月
二
十
八
日（
水
）か
ら

　
三
月
三
日（
土
）ま
で

投
票
時
間

　
午
前
八
時
半
か
ら

　
午
後
八
時
ま
で

投
票
所

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階

　
　
　
　
健
康
づ
く
り
推
進
室

（
大
方
庁
舎
前
）

・
佐
賀
総
合
支
所
一
階
　
町
民
室

立
候
補
予
定
者
へ
の
説
明
会

　
日
時
　

　
二
月
八
日（
木
）

　
午
前
九
時
か
ら

　
場
所

　
大
方
総
合
支
所 

三
階 

会
議
室

お
問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会

　
蕁
４
３
―
２
８
２
５（
直
通
）

入
札
参
加
資
格
審
査
申

　
請
書
を
受
付
し
て
い
ま
す

高
知
県
立
大
方
高
等
学
校

『
通
信
制
』で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

第
三
回
夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

募
集
・
お
知
ら
せ

（
一
部
　

午
前
七
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
）

三
月
四
日
（
日
）
は

 

黒
潮
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
投
票
日
で
す

― 

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で 

―
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大
方
く
じ
ら
保
育
所
を

         

ご
利
用
く
だ
さ
い

松
田
　
弦

　
　
ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

◆
子
育
て
支
援
「
一
緒
に
遊
ぼ
う
」

 
午
前
九
時
半
か
ら
午
前
十
一
時
ま
で

　
三
月
の
ひ
な
祭
り
に
む
け
て
み

ん
な
で
お
ひ
な
さ
ま
を
作
り
ま
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

二
月
の
予
定

 
七
日（
水
）
室
内
遊
び

　
十
五
日（
木
）
愛
育
相
談

　
二
十
一
日（
水
）

　
　
お
ひ
な
さ
ま
を
作
ろ
う

　
二
十
八
日（
水
）室
内
遊
び

　
　
お
ひ
な
さ
ま
を
作
ろ
う

◆
一
時
保
育

　
天
気
の
良
い
日
に
は
、
散
歩
や

外
遊
び
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
く
じ
ら
保
育
所

蕁
４
４
―
１
１
１
２

　　
十
六
歳
か
ら
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
を
始
め
、
数
々
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
受
賞
暦
を
持
つ
、
町
内
（
有

井
川
）
出
身
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ギ

タ
リ
ス
ト
松
田
弦
さ
ん
（

２４
歳
）。

　
初
の
地
元
リ
サ
イ
タ
ル
で
す
。

曲
目
♪

　
Ｌ.

ブ
ロ
ー
ウ
ェ
ル
　

ソ
ナ
タ
、

　
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
、
涙
そ
う
そ
う
、

　
Ｊ.

ト
ゥ
リ
ー
ナ
　

ソ
ナ
タ
、

　
Ｒ.

デ
ィ
ア
ン
ス
　

フ
ォ
ー
コ
、他

場
所
　
あ
か
つ
き
館

レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

日
時
　
三
月
十
一
日（
日
）

 
 
 

開
場
／
午
後
六
時
半

　
　
　
開
演
／
午
後
七
時

全
席
自
由
　
千
円

チ
ケ
ッ
ト

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ポ
ピ
ー（
入
野
）・

サ
ニ
ー
マ
ー
ト
四
万
十
店
、
他

お
問
い
合
わ
せ

　
蕁
０
９
０
―
２
７
６
６
―
２
２
３
１（
松
田
）

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

（
○
の
日
が
休
館
日
で
す
。）

大
方
図
書
館

佐
賀
図
書
館

2月
日 月 火 水 木 金 土
1 滷 3 1 1 2 3
潺 5 6 7 8 9 10

3月
日 月 火 水 木 金 土
1 漓 滷 澆 1 2 3
潺 5 6 7 8 9 10

潭 澂 13 14 15 16 17
潦 19 澣 澡 澤 澹 24
澪 26 27 28 29 濔 濘
濱 濱 0 0 0 0 0

2月
日 月 火 水 木 金 土
1 滷 3 1 1 2 3
4 潸 6 7 8 9 10

3月
日 月 火 水 木 金 土
1 漓 滷 澆 1 2 3
4 潸 6 7 8 9 10

潭 澂 13 14 15 16 17
18 澳 澣 澡 澤 澹 24
25 濟 27 28 29 濔 濘
濱 濱 0 0 0 0 0

11・12月貸出ベストランキング
※（カッコ）内は所蔵館

１．名もなき毒　　　　　　　　　　宮部みゆき／著（大方・佐賀）
２．ナイチンゲールの沈黙　　　　　海堂尊／著（大方・佐賀）
３．いつもみてるよ。がんばってるの、しってるよ。
　　　　　　　　　　　　　　　 　ナカムラミツル／著（大方）
７．三年坂　火の夢　　　　　　　　早瀬乱／著（佐賀）
７．月下の恋人　　　　　　　　　　浅田次郎／著（大方・佐賀）
７．牡丹酒　　　　　　　　　　　　山本一力／著（大方・佐賀）
７．嫌われ松子の一生　上　　　　　山田宗樹／著（大方・佐賀）
７．邪魅の雫　　　　　　　　　　　京極夏彦／著（大方・佐賀）
７．還らざる道　　　　　　　　　　内田康夫／著（大方・佐賀）
７．ハピネス　　　　　　　　　　　岳本野ばら／著（大方）
７．無言歌　　　　　　　　　　　　赤川次郎／著（大方）
７．豊かさの人生術　　　　　　　　シャクティー･ガーウェイン／著（大方）

　「知らなかった」は命取り。
　日本人の6割は生活習慣病で
命を落としています。日常生
活のほんのささいなことの積
み重ねが、思わぬリスクにな
っているのです。
　正しい「知識」「運動」「食事」
で健康に。

今月の一冊：生活習慣病 基本辞典今月の一冊：生活習慣病 基本辞典

◇
開
館
時
間

（
大
方
図
書
館
）

　
火
〜
金

　
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

　
土
・
日

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

（
佐
賀
図
書
館
）

　
月
〜
金

　
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

　
土

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

◇
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
一
人
五
冊
・
二
週
間

　
雑
誌

　
一
人
三
冊
・
二
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
一
人
二
点
・
一
週
間

※
新
し
い
本
の
中
に
は
、貸
出

開
始
日
か
ら
二
カ
月
間
は

一
週
間
の
貸
出
期
間
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
・
返
却
・
図
書

カ
ー
ド
の
発
行
は
受
付
で

行
っ
て
い
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図

書
館
で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は

各
図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
は

で
き
る
だ
け
開
館
時
の
受

付
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
9
0

h
ttp

://a
ka

ts
u
ki.to

w
n
.k

u
ro

s
h
io

.lg
.jp

 

げ
ん
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月

2

3

日

自　　　至

05～11

12～18

19～25

26～28

1～4

05～11  

12～18

当番店（大方地域） 当番店（佐賀地域）

大方設備センター

小松メンテナンス

タ カ ハ シ 水 道

平 野 住 設

平 野 住 設

大方設備センター

小松メンテナンス

道 倉 水 道

中村住設大方営業所

前 田 電 工

吉 本 水 道

吉 本 水 道

道 倉 水 道

中村住設大方営業所

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

西 部 総 建 ㈲

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

西 部 総 建 ㈲

西 部 総 建 ㈲

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。

○お問い合わせ
　大方総合支所　健康福祉課　水道係　蕁43－2114（直通）
　佐賀総合支所　建設課　水道環境係　蕁55－3700（直通）

大方地域

電話番号店　　名 住　　所 電話番号店　　名 住　　所

佐賀地域

大方設備センター

小松メンテナンス

タカハシ水道設備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道 工 務 店

吉 本 水 道 工 務 店

43－1420

43－4522

43－1936

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野5196－70

上田の口1578

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

西 部 総 建 ㈲

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表

　　
高
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教

員
免
許
状
（
臨
時
免
許
状
を
含
む
）

を
有
す
る
方
に
対
し
、
臨
時
教
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
願
書
配
布
お
よ
び
募
集
要
項
に

つ
い
て
は
高
知
県
教
育
委
員
会
事

務
局
教
職
員
課
（
蕁
０
８
８
―
８

２
１
―
４
５
６
８
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.pref.kochi.jp/̃kyoushok/index.html

　
内
閣
府
で
は
、
平
成
十
九
年
度

に
実
施
す
る
国
際
交
流
事
業（「
国

際
青
年
育
成
交
流
」「
日
中
、
日

韓
青
年
親
善
交
流
」「
世
界
青
年

の
船
」「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」）

の
参
加
青
年
の
高
知
県
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

募
集
期
限
　
三
月
三
十
日（
金
）

高
知
県
選
考
日
　
四
月
六
日（
金
）

お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
国
際
交
流
課

　
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
９
６
０
５

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
福
祉
施
設
（
老

人
ホ
ー
ム
、
保
育
所
、
障
害
者
施

設
な
ど
）
を
利
用
す
る
な
か
で
　

悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
困
り
ご
と
解
決

委
員
会
は
、
困
り
ご
と
の
解
決
に

向
け
て
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
で
相
談
費
用
も
無

料
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
運
営
適
正
化
委
員
会

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
困
り
ご
と
解

決
委
員
会
）
蕁
０
８
８
―
８
０

２
―
２
６
１
１

　
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任

保
険
お
よ
び
任
意
自
動
車
保
険
の

請
求
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

　お
問
い
合
わ
せ

　
譖
日
本
損
害
保
険
協
会 

四
国
支
部

　
高
知
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
８
―
８
２
５
―
０
３
１
８

平
成
十
九
年
度

高
知
県
公
立
学
校
臨
時
教
員
募
集

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の「
困
り
ご
と
」

解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

ど
う
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

水道給水工事指定店 当番一覧表水道給水工事指定店 当番一覧表
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二
〇
〇
七
年
、
い
わ
ゆ
る

団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
が

始
ま
り
、
都
市
生
活
者
の
地

方
へ
の
移
住
が
進
む
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
も
以
前
か
ら
空

き
家
や
移
住
の
相
談
に
多
く

の
方
が
訪
れ
て
お
り
、
年
々

そ
の
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
空
き
家
情
報
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
の
空
き
家
情
報
提

供
希
望
者
の
家
族
構
成
を
見

て
み
る
と
、
三
十
歳
代
、
四

十
歳
代
の
ご
夫
婦
、
し
か
も

成
人
前
の
子
ど
も
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
族
が
圧
倒

的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
で
人
口
が
減

少
し
て
い
る
黒
潮
町
に
と
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
家
族
の
方
に
移

住
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
少
し

で
も
地
域
の
活
性
化
に
役
立

つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
一
番
の
問
題
と

し
て
、
黒
潮
町
に
は
住
め
る

家
が
少
な
く
、
空
き
家
の
賃

貸
も
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い

と
い
う
状
況
で
す
。

　
ぜ
ひ
黒
潮
町
が
元
気
に
な

る
た
め
に
、
空
き
家
の
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。
ど
ん
な

ご
相
談
に
も
の
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
役
場
ま
で
ご
一
報
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
 
 

（
ぼ
）

編
集
子

『
愛
育
相
談
』・『
乳
児
健
診
』（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、『
横
浜
愛
育
健
康
相
談
』（
佐
賀
老
人
憩
の

家
）
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
を
一
挙
に
ご
紹
介
！
　
乳
児
健
診
で
は
、
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
撮
影
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
来
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

川闢　　隆くん
〈平成18年9月27日生まれ〉

元気で大きくなってネ!

りゅう

森脇　愛那ちゃん
〈平成18年6月4日生まれ〉

強く優しく思いやりのある
女の子になってネ。

あい な

植野　陽太くん
〈平成18年10月7日生まれ〉

すくすく元気に育ってね。

ひな た

な な み

荒井　那名桃ちゃん
〈平成18年10月13日生まれ〉

お兄さんと仲良く大きくな
ってネ。

宮地　莉央ちゃん
〈平成18年8月29日生まれ〉

元気で大きくなってね。

り お

宮川　敬良くん
〈平成18年8月1日生まれ〉

賢く、豊かに、たくましく。

けい ら

金子　竜也くん
〈平成18年4月14日生まれ〉

元気に大きくなってね。

りゅう や

藤原　千夏ちゃん
〈平成18年8月10日生まれ〉

生まれてきてくれて本当に
ありがとう。

なつちいちしょう

浜口　章一くん
〈平成18年5月8日生まれ〉

元気に育ってね。

しょう き

喜多　竜梧くん
〈平成18年2月24日生まれ〉

やさしく育ってね。

ごりゅう

堀　ユリアちゃん
〈平成18年8月12日生まれ〉

仲良くしようね蟋

高橋　昇暉くん
〈平成18年3月7日生まれ〉

健康で明るくいつも笑顔で。

　
一
月
十
四
日
、
佐
賀
地
域
で
恒

例
の
新
春
親
子
た
こ
づ
く
り
・
た

こ
あ
げ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
佐
賀
総
合
セ
ン
タ

ー
で
た
こ
づ
く
り
。
正
方
形
に
切

っ
た
和
紙
に
竹
骨
を
張
り
付
け
、

糸
で
固
定
し
て
出
来
上
が
っ
た
た

こ
紙
に
絵
を
描
い
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
土
佐
西
南
大
規
模
公

園
佐
賀
地
区
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
た
こ
あ
げ
大
会
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
空
高
く
舞
っ
た
自
分

の
た
こ
に
歓
声
を
上
げ
、
元
気
よ

く
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
他
地
域
で
の
行
事
や
大
会
な
ど

が
重
な
り
参
加
者
は
少
数
と
な
り

ま
し
た
が
、
昼
食
に
出
た
カ
レ
ー

も
好
評
で
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒

に
な
っ
て
、
交
流
を
楽
し
ん
で
い

る
様
子
で
し
た
。

私
の
た
こ
、
高
く
あ
が
っ
た
よ
!

私
の
た
こ
、
高
く
あ
が
っ
た
よ
!自分で作った自慢のたこを持って記念撮影

【次回掲載予定／『乳児健診』（健康福祉センター）1歳6カ月児健診（デイサービスセンターこぶし）】


